
岡
倉
天
心
は
、「
ア
ジ
ア
は
一
な
り
」
と
述
べ
、
一
つ
の
ア
ジ
ア
文
明
の
存
在

を
見
出
そ
う
と
し
た
。
と
り
わ
け
東
ア
ジ
ア
諸
国
の
人
々
の
間
に
は
、
長
い
期
間

に
亘
る
文
化
交
流
の
結
果
、
文
化
の
共
通
性
（
類
似
性
）
と
い
う
べ
き
も
の
が
形

成
さ
れ
て
き
た
と
思
わ
れ
る
。
文
化
と
い
う
の
は
、
基
本
的
に
後
天
的
に
学
習
さ

れ
て
ゆ
く
個
々
の
言
語
、
慣
習
、
行
動
様
式
、
価
値
観
な
ど
の
一
組
の
束
の
こ
と

を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る（
�
）。
つ
ま
り
、
文
化
と
い
う
の
は
ま
さ
に
生
き
て
い
る

物
な
の
で
あ
る
。
一
つ
の
国
や
民
族
か
ら
発
信
さ
れ
た
文
化
が
、
他
の
国
や
民
族

に
伝
承
・
受
容
さ
れ
る
過
程
に
お
い
て
、
ま
た
そ
の
民
族
独
自
の
精
神
に
よ
っ
て

学
習
さ
れ
、
再
創
造
さ
れ
て
い
く
も
の
な
の
で
あ
る
。

中
国
は
長
い
間
、
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
文
化
の
輸
出
の
担
い
手
と
な
っ
て
、
水

稲
、
栗
、
養
蚕
や
陶
磁
器
、
暦
、
建
築
な
ど
多
く
の
技
術
の
み
な
ら
ず
、
文
学
、

哲
学
、
宗
教
、
美
術
な
ど
の
文
化
を
東
ア
ジ
ア
諸
国
に
伝
入
さ
せ
た
。
日
本
の
場

合
は
、
自
国
の
固
有
の
文
化
を
創
造
す
る
一
方
で
、
中
国
に
遣
隋
使
、
遣
唐
使
を

派
遣
し
、
中
国
か
ら
多
様
な
文
化
を
摂
取
す
る
こ
と
を
積
極
的
に
行
っ
た
。
し
か

し
、
日
本
の
明
治
維
新
を
分
岐
点
と
し
、
文
化
の
伝
播
の
主
流
は
逆
転
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
。
二
十
世
紀
初
期
の
中
国
に
お
け
る
日
本
留
学
ブ
ー
ム
に
は
、
日
本
を

通
し
て
西
洋
文
明
を
取
り
入
れ
よ
う
と
す
る
当
時
の
中
国
の
姿
勢
が
み
ら
れ
る
。

こ
の
長
い
文
化
の
交
流
に
お
い
て
は
、
東
ア
ジ
ア
各
国
は
お
互
い
を
師
匠
と

し
、
文
化
の
イ
ン
タ
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
、
外
来
文
化
を
伝
承
・
咀
嚼
し
な
が

ら
、
独
自
の
文
化
を
創
造
す
る
過
程
が
有
効
に
機
能
し
て
き
た
と
い
え
る
だ
ろ

う
。日

本
で
生
ま
れ
た
と
さ
れ
る
扇
は
そ
の
好
例
で
あ
る
。
隋
唐
時
代
の
中
国
か
ら

輸
入
し
た
団
扇
か
ら
創
案
さ
れ
た
摺
扇
は
、
十
一
世
紀
ご
ろ
中
国
に
輸
出
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
そ
れ
を
元
に
中
国
で
再
度
工
夫
さ
れ
た
、「
唐
扇
」
と

呼
ば
れ
る
扇
は
、
再
び
日
本
に
逆
輸
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
コ
ン
パ
ク
ト

な
扇
か
ら
巻
き
起
こ
さ
れ
た
の
は
、
実
は
中
国
と
日
本
、
朝
鮮
な
ど
東
ア
ジ
ア
諸

国
文
化
交
流
の
大
き
な
風
で
あ
る
と
も
云
え
る
だ
ろ
う
。

一

中
国
を
起
源
と
す
る
団
扇

『
古
今
注
』
に
よ
れ
ば
、
扇
（
五
明
扇
）
を
つ
く
っ
た
の
は
舜
で
あ
り
、
殷
代

に
は
雉
の
羽
を
使
っ
た
雉
尾
扇
が
あ
っ
た
と
い
う
記
録
が
み
ら
れ
る
。
王
嘉
の

『
拾
�
記
』
に
お
い
て
は
、
周
昭
王
の
時
、「
盂
夏
取
�
翅
�
扇
」
と
い
う
記
録
も

残
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
文
献
か
ら
、
扇
は
中
国
で
は
三
千
年
余
の
歴
史
が
あ
る

扇
の
発
展
に
見
る
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
文
化
の
伝
播
と
創
造

王

岩
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と
推
定
し
得
る
だ
ろ
う
。

『
新
唐
書
・
儀
衛
誌
』
に
お
い
て
は
、
扇
は
朝
廷
の
威
儀
を
表
す
道
具
と
し
て

記
録
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
儀
式
・
権
威
を
表
す
長
柄
扇
は
唐
の
名
画
『
歩
輦
図
』
や
宋
代
壁
画
な

ど
に
見
ら
れ
る
。

こ
の
絵
で
は
、
唐
太

宗
は
輦
車
に
座
っ
て
、

九
人
の
宮
女
は
扇
を
持

っ
た
り
、
傘
を
さ
し
た

り
、
輦
車
を
持
ち
上
げ

た
り
す
る
な
ど
し
て
、

唐
太
宗
の
前
後
左
右
に

伴
う
風
景
が
描
か
れ
て

い
る
。

こ
の
ほ
か
に
、
団
扇

は
多
く
の
文
学
作
品
に

も
現
れ
て
い
る
。
西
漢
の
班
�
妤
（
公
元
前
四
八
年
│
二
年
）
の
書
い
た
『
団
扇

歌
』
に
お
い
て
は
、
自
分
自
身
を
団
扇
と
喩
え
、
男
尊
社
会
に
お
け
る
女
性
の
宿

命
を
嘆
い
た
も
の
が
み
ら
れ
る
。

『
団
扇
詩
』
は
中
国
の
後
世
の
�
怨
�
に
大
き
な
影
響
を
与
え
、
唐
代
の
名
高

い
詩
人
王
昌
�
の
書
い
た
『
長
信
秋
�
』
に
も
類
似
し
た
表
現
が
み
ら
れ
る
。

団
扇
は
中
国
文
明
の
産
物
と
し
て
、
隋
唐
時
代
に
東
ア
ジ
ア
諸
国
に
伝
え
ら
れ

た
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
東
ア
ジ
ア
諸
国
に
お
け
る
多
く
の
文
献
や
資
料
な
ど

か
ら
も
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
団
扇
の
日
本
へ
の
流
入
は
、
聖
徳
太
子
が
派

遣
し
た
遣
隋
使
に
よ
っ
て
豊
か
な
中
国
文
明
を
摂
取
す
る
と
同
時
に
日
本
に
も
た

ら
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

日
本
に
お
け
る
扇
に
関
す
る
文
献
と
し
て
は
、『
万
葉
集
』
に
収
録
さ
れ
た
柿

図 1 中国・唐 閻立本『歩輦図』（局部）
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本
人
麻
呂
の
忍
壁
皇
子
に
献
れ
る
歌
や

奈
良
時
代
の
宮
中
持
扇
な
ど
が
最
も
初

期
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

『
万
葉
集
』
巻
九
：
忍
壁
皇
子
に
献

れ
る
歌
一
首
│

仙
人
の
形
を
詠
め
り

常
之
倍
尓

夏
冬
往
哉

裘

扇

不
放

山
住
人

と
こ
し
へ
に

夏
冬
行
け
や

裘

扇
放
た
ぬ

山
に
住
む
人

こ
の
歌
は
仙
人
の
絵
を
み
ん
な
で
見

て
い
る
中
で
、
人
麻
呂
が
絵
に
描
か
れ

て
い
る
仙
人
の
姿
を
み
て
│
夏
に
用
い

る
扇
と
冬
に
着
る
よ
う
な
皮
衣
を
同
時

に
身
に
着
け
て
い
る
こ
と
読
ん
だ
歌
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

『
続
日
本
紀

巻
第
二
十
四
』

こ
れ
に
賑
給
す
。
○
丙
寅
、
御
史
大
夫
文
室
真
人
淨
三
、
年
老
い
力
衰
へ

た
る
を
以
て
、
優
詔
し
て
、
特
に
宮
中
に
し
て
扇
を
持
ち
杖
を
策
く
こ
と
を

聴
し
た
ま
ふ
。

同
じ
『
続
日
本
紀

巻
第
二
十
四
』
補
注

高
齢
の
臣
下
に
杖
な
ど
を
賜
う
例
と
し
て
は
、（
中
略
）
な
ど
が
あ
る
。

扇
（
こ
の
場
合
大
型
の
団
扇
の
ご
と
き
も
の
か
）
に
つ
い
て
、
暑
月
（
四

月
）
に
行
わ
れ
る
旬
儀
で
王
卿
に
扇
を
賜
う
こ
と
が
平
安
朝
の
儀
式
書
に
見

ら
れ
る
が
、
と
く
に
高
齢
の
臣
下
に
賜
う
と
い
う
例
は
見
当
た
ら
な
い
。

『
万
葉
集
』
や
『
続
日
本
紀
』
な
ど
文
献
に
見
ら
れ
た
扇
は
一
般
的
に
中
国
式

の
団
扇
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
用
途
と
し
て
は
、
儀
式
の
道
具
と
し
て
使

わ
れ
て
い
る
共
通
点
が
見
ら
れ
る
が
、
同
時
に
文
学
作
品
か
ら
描
か
れ
た
団
扇
は

さ
ま
ざ
ま
な
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

二

日
本
に
お
け
る
摺
扇
の
発
明
に
つ
い
て

団
扇
が
最
初
に
中
国
に
お
い
て
発
明
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
は
異

論
は
少
な
い
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
現
在
よ
く
使
わ
れ
て
い
る
折
り
畳

み
式
の
扇
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

『
日
本
国
語
大
辞
典
』
に
よ
れ
ば
、
扇
は
平
安
前
期
の
日
本
に
お
い
て
発
明
さ

れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
実
は
折
り
畳
み
式
の

扇
が
い
つ
か
ら
現
れ
た
の
か
、
ま
た
ど
の
国
で
最
初
に
発
明
さ
れ
た
の
か
、
こ
れ

は
長
い
間
議
論
さ
れ
て
き
た
問
題
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
日
本

説
、
高
麗
説
、
中
国
説
の
三
つ
が
有
力
な
説
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

日
本
に
お
け
る
折
畳
式
の
扇
は
素
材
か
ら
檜
扇
と
蝙
蝠
扇
と
い
う
二
つ
の
種
類

に
分
け
ら
れ
る
。
伝
説
で
は
神
功
皇
后
の
朝
鮮
出
征
の
と
き
に
蝙
蝠
を
み
て
そ
の

羽
の
形
に
な
ら
っ
た
と
す
る
説
が
あ
る
が
、
扇
が
日
本
に
お
い
て
発
明
さ
れ
た
と

考
え
ら
れ
る
有
力
な
根
拠
と
し
て
は
、
筆
者
は
平
城
宮
跡
で
発
掘
さ
れ
た
檜
扇
の

図 2 中国・唐 周昉 『簪花仕女�』（局部）
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実
物
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

奈
良
県
奈
良
市
の
長
屋
王
邸
か
ら
出
土
し
た
最
古
の
檜
扇
と
さ
れ
る
も
の
が
、

七
四
七
年
の
年
号
が
記
さ
れ
た
木
簡
と
一
緒
に
出
土
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
檜
扇

の
出
現
は
奈
良
時
代
（
七
一
〇
〜
七
九
四
年
）
に
遡
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

十
世
紀
に
源
順
に
書
か
れ
た
『
倭
名
類
聚
抄
』
に
は
、
扇
（
和
名
阿
布
�
）
と

団
扇
（
和
名
宇
知
波
）
と
を
区
別
し
て
い
る
か
ら
、
日
本
の
平
安
中
期
に
お
い

て
、
中
国
式
の
団
扇
と
こ
と
な
る
折
畳
式
の
扇
が
存
在
し
た
こ
と
が
分
か
る
。

扇
の
歴
史
に
関
す
る
文
献
を
ひ
も
と
い
て
み
る
と
、『
宋
史
』
卷
４９１
「
日
本
伝
」

に
は
日
僧
の
奝
然
は
北
宋
端
洪
元
年
（
九
八
八
年
）
に
弟
子
喜
因
ら
を
遣
わ
し

て
、
数
多
の
宝
物
を
宋
帝
に
献
じ
た
記
録
が
あ
る
。
そ
の
献
上
品
リ
ス
ト
に
「
檜

扇
二
十
枚
、
蝙
蝠
扇
二
枚
」
が
入
っ
て
い
る
。

金
銀
蒔
繪
扇
筥
一
合
、
納
檜
扇
二
十
枚
、
蝙
蝠
扇
二
枚

つ
ま
り
、
宋
帝
か
ら
貴
重
な
大
蔵
経
を
も
ら
っ
た
日
僧
奝
然
は
扇
を
日
本
の
土

産
と
し
て
宋
帝
に
贈
っ
た
こ
と
が
推
測
で
き
る
。

扇
を
日
本
の
土
産
と
す
る
例
は
、
中
国
明
の
薛
俊
の
纂
述
し
た
『
国
朝
典
故
巻

之
一
百
三
』
の
「
日
本
国
考
略
」
か
ら
も
見
ら
れ
る
。
中
国
明
の
薛
俊
の
纂
述
し

た
『
国
朝
典
故
巻
之
一
百
三
』「
日
本
国
考
略
」
に
お
い
て
、
扇
が
金
、
銀
、
琥

珀
、
硫
黄
、
水
銀
、
銅
、
丹
土
な
ど
２９
種
類
の
特
産
品
と
し
て
、
日
本
の
「
土
産

略
」
に
並
べ
ら
れ
て
い
る
。

宋
江
少
虞
『
皇
朝
類
苑
』
は
当
時
中
国
に
も
た
ら
さ
れ
た
日
本
扇
に
つ
い
て
、

「
淡
粉
画
平
遠
山
水
、
薄
傳
以
五
彩
、
近
岸
為
寒
蘆
蘆
蓼
、
鷗
鷺
佇
立
」
と
記
し

て
い
る
。

北
宋
の
名
高
い
文
人
蘇
轍
は
『
楊
主
簿
日
本
扇
』
を
題
す
る
詩
で
、「
扇
は
日

本
よ
り
来
た
れ
ど
」
と
詠
ん
で
い
る
。

扇
従
日
本
來
、
風
非
日
本
風
。
風
非
扇
中
出
、
問
風
本
何
従
？
風
亦
不
自

知
、
当
復
問
太
空
。
空
若
是
風
穴
、
既
自
與
物
同
。
同
物
豈
空
性
、
是
物
非

風
宗
。
但
執
日
本
扇
、
風
來
自
無
窮
。

し
か
し
、
檜
扇
の
起
源
を
探
究
し
て
み
れ
ば
、
扇
は
日
本
の
独
創
品
だ
と
は
断

言
で
き
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

檜
扇
の
起
源
に
つ
い
て
は
、
い
く
つ
か
の
見
方
が
あ
る
が
、
筆
者
は
平
城
京
跡

で
発
掘
さ
れ
た
檜
扇
は
形
状
、
寸
法
、
墨
書
な
ど
は
木
簡
と
ほ
ぼ
類
似
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
木
簡
と
大
き
な
か
か
わ
り
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
檜
扇
と
木
簡
は
外
形
だ
け
で
な
く
、
筆
記
用
具
と
し
て
の
用
途
と
い
う

点
に
お
い
て
も
か
か
わ
り
が
大
き
い
だ
ろ
う
と
推
測
し
て
い
る
。

古
代
中
国
で
漢
代
ま
で
は
木
簡
が
筆
記
用
具
と
し
て
よ
く
利
用
さ
れ
て
い
た
。

帛
、
紙
に
代
替
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
漢
代
以
降
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、

数
枚
の
木
簡
で
書
き
記
す
場
合
は
、
そ
の
順
序
を
分
か
り
や
す
い
よ
う
に
、
よ
く

数
枚
の
木
簡
を
短
冊
形
に
綴
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
日
本
木
簡
の
源
流
は
狭
長
な

短
冊
形
を
基
本
形
と
し
て
い
る
中
国
簡
牘
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

図 3 日本平城京遺
跡に出土した
檜扇（2）
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狩
野
久
は
平
城
宮
跡
で
出
土
し
た
木
簡
に
つ
い
て
、
次
の
説
明
を
加
え
て
い
る
。

「
平
城
宮
跡
で
出
土
し
た
考
選
木
簡
は
、
官
人
の
考
選
に
関
す
る
整
理
カ

ー
ド
と
い
っ
て
よ
い
も
の
で
あ
る
が
、
上
方
側
面
に
孔
を
穿
っ
て
同
種
の
も

の
を
連
ね
る
形
が
想
定
さ
れ
る
。
孔
の
位
置
に
は
墨
罫
線
を
描
い
て
お
り
、

こ
れ
な
ど
は
特
定
の
寸
法
で
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
文
書
木

簡
の
な
か
に
は
、
上
方
ま
た
は
下
方
に
小
孔
を
あ
け
る
も
の
が
あ
る
が
、
こ

れ
は
文
書
木
簡
を
受
け
取
っ
た
先
で
、
木
簡
整
理
の
一
方
法
と
し
て
、
同
一

内
容
の
も
の
を
一
括
す
る
た
め
に
あ
け
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
檜
扇
形
に
綴

っ
て
、
検
索
に
便
な
ら
し
め
る
た
め
の
処
置
と
判
断
さ
れ
る
。」（�
）

も
と
も
と
公
卿
、
男
子
用
の
檜
扇
は
素
地
で
あ
っ
て
、
記
録
の
必
要
が
あ
る
場

合
、
そ
こ
に
要
項
を
記
し
て
い
た
と
い
っ
た
用
法
に
お
い
て
も
、
木
簡
と
一
致
し

て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
形
状
や
機
能
か
ら
見
れ
ば
、
檜
扇
は
中
国
の
木
簡
や
簡
牘
を
元

に
考
案
さ
れ
た
も
の
と
推
定
で
き
る
の
で
あ
る
。
木
簡
や
簡
牘
の
源
は
中
国
に
あ

る
と
い
う
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
そ
れ
を
も
と
に
し
て
、
折
り
畳
み
式
の
扇

が
日
本
で
創
案
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

三

高
麗
扇
と
倭
扇

一
方
、
扇
の
起
源
に
関
し
て
は
、
高
麗
に
お
い
て
発
明
さ
れ
た
と
す
る
説
も
あ

る
。
中
国
の
国
語
辞
典
『
辞
海
』
に
よ
れ
ば
、「
摺
扇
」
の
項
目
に
「
朝
鮮
よ
り

出
で
、
宋
の
時
す
で
に
中
国
に
入
っ
た
」
と
あ
る
。
ま
た
、
中
国
の
多
く
の
文
献

は
高
麗
の
「
松
扇
」、「
白
摺
扇
」、「
摺
畳
扇
」、「
撒
扇
」、「
摺
迭
扇
」、「
聚
頭

扇
」
な
ど
に
言
及
し
て
い
る
。
前
述
し
た
『
宋
史
・
日
本
伝
』
を
ふ
ま
え
る
と
、

ほ
ぼ
同
じ
時
期
│
宋
代
に
高
麗
の
扇
と
日
本
の
扇
が
中
国
に
現
れ
た
と
い
う
こ
と

が
で
き
る
。
で
は
、
高
麗
扇
と
日
本
扇
は
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
の
か
。

南
宋
趙
彦
衛
『
雲
麓
漫
談
鈔
』「
今
人
用
摺
扇
…
…
盖
出
于
高
麗
。」
北
宋
の
郭

若
虚
『
画
見
見
聞
志
』
卷
六
「
高
麗
国
」

高
麗
扇
と
倭
扇
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
北
宋
の
郭
若
虚
は
『
画
見
見
聞
志
』
に

て
「
こ
れ
を
倭
扇
と
い
う
。
本
よ
り
倭
国
に
出
づ
る
な
り
」
と
明
言
し
た
。
郭
若

虚
は
宋
の
時
代
の
文
人
で
あ
る
た
め
、
彼
の
記
述
は
信
憑
性
が
高
い
と
思
わ
れ

る
。郭

若
虚
『
画
見
見
聞
志
』
卷
６
「
高
麗
国
」

高
麗
の
扇
は
倭
国
に
出
づ
る
な
り
、
ま
た
倭
扇
の
名
が
そ
の
ま
ま
引
用
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
倭
扇
の
歴
史
が
高
麗
よ
り
長
い
と
い
う
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。

烏
青
紙
の
色
は
蝙
蝠
扇
の
色
で
あ
り
、
扇
面
の
絵
画
も
大
和
絵
の
特
徴
と
似
て
い
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る
こ
と
か
ら
は
、
高
麗
の
摺
畳
扇
は
日
本
扇
を
模
倣
或
い
は
輸
入
し
た
も
の
だ
と

考
え
ら
れ
る
。

北
宋
宣
和
六
年
（
一
一
二
四
年
）
使
節
と
し
て
高
麗
に
出
た
徐
競
は
高
麗
で
の

見
聞
を
記
し
、『
宣
和
奉
使
高
麗
図
経
』
巻
２９
「
供
張
」
に
高
麗
の
畫
摺
扇
に
つ

い
て
、「
麗
人
は
之
を
能
く
せ
ず
、
是
れ
日
本
の
作
る
所
と
云
う
。
其
の
饋
る
所

の
衣
物
を
観
る
に
、
信
に
然
り
。」
と
書
か
れ
る
。

ま
た
、
明
代
に
入
っ
て
も
、
高
麗
の
摺
扇
の
製
作
は
日
本
に
及
ば
ず
、
日
本
天

皇
は
扇
を
李
氏
朝
鮮
国
王
に
贈
る
土
産
と
し
た
。
釈
周
鳳
『
善
隣
国
宝
記
』
に
記

録
し
た
供
奉
リ
ス
ト
：
永
享
十
二
年
、
彩
画
扇
壱
佰
把
…
…
文
明
四
年
、
別
幅
装

金
屏
風
弐
張
、
彩
画
扇
弐
佰
把
…
…
文
明
七
年
…
…
扇
壱
佰
把
。
日
本
扇
を
土
産

と
し
て
高
麗
に
贈
る
と
い
う
点
か
ら
み
れ
ば
、
日
本
扇
の
品
質
水
準
は
高
麗
よ
り

精
巧
で
あ
っ
た
と
推
測
で
き
る
だ
ろ
う
。

ま
た
日
本
の
研
究
者
の
間
で
も
、
扇
の
起
源
が
高
麗
と
す
る
説
は
、
日
本
製
の

扇
が
高
麗
製
と
あ
や
ま
っ
て
認
識
さ
れ
た
た
め
だ
ろ
う
と
い
う
主
張
が
存
在
す

る
。
つ
ま
り
、
日
本
の
扇
が
高
麗
に
伝
わ
っ
て
、
さ
ら
に
そ
れ
が
中
国
に
流
入
し

た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

四

中
国
に
お
け
る
摺
扇
の
普
及

中
国
で
は
北
宋
に
な
っ
て
、
折
り
畳
み
式
の
扇
が
舶
来
品
と
し
て
日
本
や
朝
鮮

か
ら
伝
わ
っ
て
き
た
と
思
考
え
ら
れ
る
。
明
の
陳
霆
『
両
山
墨
談
』
巻
１８
に
は

「
宋
元
以
前

中
国
未
有
摺
扇
之
製
」
と
あ
る
。
明
の
陸
深
『
春
雨
堂
随
筆
』
に

は
「
摺
畳
扇
は
聚
頭
扇
と
も
言
わ
れ
…
…
北
宋
か
ら
現
れ
た
…
…
東
夷
よ
り
出
で

る
」
と
あ
る
。

今
世
所
用
摺
畳
扇

亦
名
聚
頭
扇

吾
郷
張
東
海
先
生
以
為
貢
於
東
夷

予
見
南
宋
以
来
詩
詞

咏
聚
扇
者
頗
多

予
収
得
楊
妹
子
所
寫
絹
扇
面

摺

痕
尚
存

東
坡
謂
高
麗
白
松
扇

展
之
廣
尺
餘

合
之
止
両
指
許

正
今
摺

扇

蓋
自
北
宋
已
有
之

倭
人
亦
製
為
泥
金
面

烏
竹
骨
充
貢

出
自
東
夷

果
然

一
方
、
団
扇
が
中
国
に
お
い
て
発
明
さ
れ
た
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
折
り
畳
み

式
の
摺
扇
も
中
国
に
由
来
す
る
と
す
る
説
が
あ
る
が
、
筆
者
は
そ
の
論
拠
は
不
十

分
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
摺
扇
が
中
国
に
起
源
す
る
と
い
う
主
要
な
論
拠

と
し
て
は
『
南
斉
書
・
劉
祥
伝
』
と
明
の
方
以
智
『
物
理
小
識
』
の
文
献
が
挙
げ

ら
れ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
妥
当
性
が
欠
け
る
と
思
わ
れ
る
。

な
か
で
も
、
摺
扇
が
中
国
に
起
源
す
る
と
い
う
有
力
な
論
拠
と
し
て
、
中
国
の

史
書
『
南
斉
書
・
劉
祥
伝
』
の
以
下
の
記
録
が
あ
る
。

司
徒
�
渊
入
朝
、
以
腰
扇
障
日
。
祥
从
側
過
、
曰
：「
作
如
此
擧
止
、
羞

面
見
人
、
扇
障
何
益
？
」

こ
の
文
に
出
現
す
る
「
腰
扇
」
に
関
す
る
解
釈
は
、
胡
三
省
に
よ
る
と
、「
腰

扇
」
と
は
い
わ
ゆ
る
「
摺
畳
扇
」
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
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『
資
治
通
鑑
』
卷
１３５

斉
高
帝
建
元
二
年

「
渊
入
朝
以
腰
扇
障
日
」
元
胡
三
省
注
「
腰
扇
、
佩
之
于
腰
、
今
謂
之
摺
畳

扇
。」

清
代
の
銭
泳
『
履
園
叢
話
』
巻
三
『
考
索
・
扇
』
に
も
同
じ
よ
う
な
観
点
で
の

注
記
が
見
ら
れ
る
。

『
通
鑑
』「
司
徒
�
渊
入
朝
、
以
腰
扇
障
日
。」
胡
三
省
注
云
「
腰
扇
、
佩
之

于
腰
、
今
謂
之
摺
畳
扇
。」
則
隋
唐
時
先
有
之
矣
。

胡
三
省
の
つ
け
た
注
記
が
妥
当
で
あ
れ
ば
、
摺
畳
扇
は
南
斉
時
代
に
は
既
に
使

用
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
が
、
胡
三
省
の
注
記
に
対
し
て
は
、
疑
問
も
指
摘
さ

れ
て
い
る
。
清
の
桂
馥
は
『
札
僕
』
巻
四
『
腰
扇
』
に
「
腰
扇
如
腰
鼓
、
謂
中
腰

痩
減
、
異
於
団
扇
」
と
指
摘
し
た
。
つ
ま
り
、
腰
扇
と
い
う
の
は
、
腰
に
か
け
た

太
鼓
の
よ
う
な
形
で
あ
り
、
真
ん
中
の
部
分
が
縮
ま
り
、
団
扇
と
異
な
る
も
の
で

あ
る
」
と
解
釈
し
て
い
る
。
周
一
良
は
桂
馥
の
説
を
引
用
し
、『
魏
晋
南
北
朝
史

札
記
・
腰
扇
』
に
「
桂
説
是
也
。
摺
畳
之
扇
自
北
宋
時
始
伝
入
、
南
北
朝
時
尚
未

有
之
。」
と
桂
馥
の
見
解
を
肯
定
し
て
い
る
。

実
は
「
腰
扇
」
と
い
う
も
の
が
い
つ
頃
か
ら
現
れ
た
の
か
。
確
実
な
論
証
は
な

い
が
、
南
斉
以
前
に
は
す
で
に
存
在
し
た
よ
う
で
あ
る
。
例
え
ば
、
晋
の
�
雲

『
与
兄
平
原
書
』

文
中
の
曹
公
は
即
曹
操
を
指
す
。「
要
」
は
腰
の
本
字
、
要
扇
、
つ
ま
り
腰
扇

で
あ
る
。
晋
の
張
敞
『
東
�
旧
事
』

（
晋
）
皇
太
子
初
拜
、
供
漆
要
扇
、
青
竹
扇
各
一
、
納
妃
同
心
竹
二
十
、
単

竹
扇
二
十
。

こ
こ
か
ら
は
漢
末
及
び
魏
晋
時
期
に
は
腰
扇
が
す
で
に
使
わ
れ
て
い
た
こ
と
が

分
か
る
。
ま
た
、
南
斉
に
お
い
て
は
、
折
り
畳
み
の
扇
に
関
す
る
文
献
、
絵
画
な

ど
の
記
録
は
ほ
と
ん
ど
残
っ
て
い
な
い
た
め
、
胡
三
省
の
注
記
の
根
拠
と
な
る
も

の
が
見
当
た
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
胡
三
省
の
注
記
を
も
っ
て
、
折
り
た
た

み
の
扇
が
存
在
し
た
こ
と
を
証
明
す
る
の
は
妥
当
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
こ

れ
に
対
し
て
、
清
の
趙
翼
は
『
�
余
叢
考
』
に
お
い
て
、
胡
三
省
の
注
に
つ
い
て

「
胡
三
省
盖
後
世
之
物
妄
為
附
会
耳
。」
と
批
判
し
た
観
点
を
取
っ
て
い
る
。

も
う
一
つ
、
中
国
の
唐
代
か
ら
摺
扇
が
現
れ
た
と
す
る
論
拠
と
し
て
は
、
明
の

方
以
智
『
物
理
小
識
』
卷
８
『
器
用
・
宮
扇
』
が
あ
げ
ら
れ
る
が
、
扇
に
関
す
る

解
釈
は
折
り
畳
み
式
の
扇
か
団
扇
か
は
明
言
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
断
言
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
。

摺
畳
扇
貢
於
東
夷
、
永
楽
間
盛
行
。
智
按
：
孫
緬
『
韵
』
注：

「
�
、（
音
同

抽
）
扇
。」
即
唐
人
已
有
矣
。

方
以
智
は
、
孫
緬
の
『
唐
韻
』
に
基
づ
い
て
、
唐
に
は
扇
が
あ
っ
た
と
解
釈
し

て
い
る
。
し
か
し
、
唐
の
孫
緬
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
『
唐
韻
』
は
明
代
に
は
、
す

で
に
散
逸
し
て
し
ま
っ
た
。
紀
元
十
一
世
紀
、
宋
真
宗
の
詔
を
受
け
、
陳
彭
年
ら
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は
唐
代
か
ら
残
さ
れ
た
『
切
韻
』、『
唐
韻
』
な
ど
の
韻
書
を
参
考
と
し
、
改
め
て

『
広
韻
』
を
編
纂
し
た
。『
宋
本
広
韻
・
有
韻
』
に
よ
れ
ば
、「
�
、
扇
別
名
」
と

解
釈
し
て
い
る
。
こ
れ
が
折
り
畳
み
式
の
扇
か
団
扇
の
い
ず
れ
を
指
す
の
か
は
明

言
さ
れ
て
い
な
い
。
た
と
え
折
り
畳
み
の
扇
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
宋
代
に
扇
が

あ
っ
た
こ
と
は
証
明
で
き
る
が
、
唐
代
に
扇
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
証
明
で
き
な

い
だ
ろ
う
。

折
り
畳
み
式
の
扇
が
中
国
起
源
で
あ
る
と
主
張
す
る
観
点
に
つ
い
て
、
文
献
や

実
物
か
ら
そ
れ
を
証
明
す
る
も
の
が
今
の
と
こ
ろ
確
認
さ
れ
て
お
ら
ず
、
中
国
起

源
の
論
拠
は
不
十
分
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
舶
来
品
と
し
て
、
北
宋
に
流
入

し
た
摺
扇
が
明
代
に
入
っ
て
、
流
行
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
多
く

の
文
献
か
ら
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

馮
時
可
『
蓬
窓
續
録
』
で
は
「
聚
頭
扇
が
永
楽
年
間
わ
が
国
に
盛
行
す
る
…
倭

人
よ
り
製
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。
利
馬
竇
よ
り
倭
扇
四
柄
も
ら
っ
た
。」
と
記
録

し
た
。

聚
頭
扇
即
摺
畳
扇
貢
於

永
楽
間
盛
行
于
国

東
坡
謂
高
麗
白
松
扇

展
之
廣
尺
餘

合
之
只
両
指

倭
人
所
製

泥
金
面
烏
竹
骨

即
此

余
至

京
有
外
国
道
人
利
馬
竇
贈
于
倭
扇
四
柄

合
之
不
能
一
指

甚
軽

而
有
風

又
堅
緻

こ
の
よ
う
な
合
す
れ
ば
一
指
も
足
り
ず
、
軽
く
て
便
利
な
扇
は
民
間
に
急
速
に

普
及
し
、
流
行
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
永
楽
年
間
に
は
中
国
で
も
多
く
模

倣
さ
れ
製
作
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

明
の
陸
容
『
菽
園
雑
記
巻
五
』
で
は
「
因
朝
鮮
国
進
松
扇

上
喜
其
巻
舒
之
便

命
工
如
式
為
之
」
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。

摺
畳
扇
一
名
撒
扇

蓋
収
則
摺
畳

用
則
撒
開

或
寫
作
箑
者

非
是

箑
即
団
扇
也

団
扇
可
以
遮
面

故
又
謂
之
便
面

観
前
人
題
詠
及
圖
畫
中

可
見
已

聞
撒
扇
自
宋
時
已
有
之

或
云

始
永
楽
中

因
朝
鮮
国
進
松

扇

上
喜
其
巻
舒
之
便

命
工
如
式
為
之

南
方
女
皆
用
団
扇

惟
妓
女
用

撒
扇

近
年
良
家
女
婦

亦
有
用
撒
扇
者

此
亦
可
見
風
俗
日
趨
於
薄
也

明
劉
元
卿
『
賢
奕
編
』
に
お
い
て
も
「
上
喜
其
卷
舒
之
便

命
工
如
式
為
之
」

と
い
う
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

摺
畳
扇
一
名
撒
扇

蓋
収
則
摺
畳

用
則
撒
開

永
楽
中
、
朝
鮮
進
撒
扇

上
喜
其
卷
舒
之
便

命
工
如
式
為
之

南
方
婦
女
皆
用
団
扇

惟
妓
女
用

撒
扇

近
年
良
家
女
亦
用
之
矣

摺
扇
が
北
宋
時
代
に
中
国
に
流
入
し
、
中
国
で
模
倣
さ
れ
、
明
代
に
大
量
製
作

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
と
時
を
同
じ
く
し
て
、
扇
は
中
国
の
文
化
に
浸
透

し
、
と
り
わ
け
、
中
国
伝
統
劇
曲
と
密
着
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
中
国
の
京
劇
、

川
劇
、
昆
劇
な
ど
伝
統
劇
曲
に
お
い
て
、
扇
は
舞
台
の
道
具
の
一
つ
と
し
て
大
き

な
芸
術
的
効
果
を
発
揮
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

五

日
本
扇
か
ら
唐
扇
へ

北
宋
に
中
国
に
伝
わ
っ
た
扇
は
そ
こ
で
ま
た
大
き
く
変
化
す
る
。
そ
れ
ま
で
片

面
に
だ
け
貼
ら
れ
て
い
た
紙
が
、
中
国
に
お
い
て
紙
が
両
面
に
貼
ら
れ
る
ス
タ
イ
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ル
に
変
化
し
た
の
で
あ
る
。
扇
骨
の
両
面
に
扇
紙
を
貼
り
、
表
裏
両
面
と
も
扇
骨

が
露
出
し
な
い
形
式
が
生
じ
た
の
で
あ
る
。
中
国
で
変
化
を
遂
げ
た
扇
子
は
、
室

町
時
代
に
「
唐
扇
」
と
し
て
日
本
に
逆
輸
出
さ
れ
、
そ
の
様
式
が
日
本
の
扇
子
に

も
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
閉
じ
た
扇
子
の
先
端
の
か
た
ち
に
よ
っ

て
、「
末
広
／
中
啓
」、「
鎮
折
」、「
雪
洞
」
の
３
型
式
と
い
う
現
代
の
日
本
の
扇

子
の
基
本
と
な
る
形
式
が
確
立
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
日
本
で
は
「
唐
扇
」
の
特
徴
を
取
り
い
れ
な
が
ら
、
扇
面
に
日
本
画

を
描
く
な
ど
、
ふ
た
た
び
扇
の
形
式
を
改
良
し
、
洗
練
さ
れ
た
「
貢
扇
」
を
明
と

の
勘
合
貿
易
の
商
品
と
し
て
、
大
量
に
中
国
へ
輸
出
し
た
の
で
あ
る
。

其
の
後
、
扇
は
日
本
の
能
や
狂
言
、
茶
道
に
お
い
て
も
必
須
の
も
の
と
な
っ
た

だ
け
で
な
く
、
江
戸
時
代
に
な
る
と
庶
民
の
日
常
生
活
に
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
も
と
も
と
中
国
か
ら
伝
入
し
た
団
扇
・
木
簡
な
ど
を
元
に
、
幾
度
も
改
造
を

重
ね
ら
れ
て
き
た
日
本
扇
は
、
現
在
で
は
日
本
人
の
人
生
の
節
目
に
お
い
て
欠
か

せ
な
い
重
要
な
も
の
と
な
っ
た
。
生
後
約
一
ヶ
月
の
初
め
て
の
宮
参
り
で
、
土
地

の
守
護
神
へ
扇
を
奉
納
す
る
こ
と
に
始
ま
り
、
三
歳
、
五
歳
、
七
歳
の
祝
事
の
神

詣
や
初
老
、
半
白
、
還
暦
、
古
希
な
ど
の
節
目
を
祝
う
際
な
ど
、
人
生
の
節
目
ご

と
に
扇
子
と
の
付
合
い
が
あ
り
、
そ
れ
が
一
生
続
く
場
合
も
あ
る
の
で
あ
る
。

扇
と
い
う
小
さ
な
器
具
は
、
中
国
、
日
本
、
朝
鮮
な
ど
東
ア
ジ
ア
諸
国
に
お
い

て
、
幾
度
も
模
倣
・
改
良
・
変
形
さ
れ
、
伝
承
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
文
化

や
技
術
と
と
も
に
伝
え
ら
れ
た
扇
は
、
単
に
模
倣
さ
れ
、
利
用
さ
れ
る
だ
け
で
な

く
、
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
発
想
を
加
え
た
う
え
で
、
ま
た
他
国
へ
と
つ
た
わ
っ
て
き

た
の
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
に
扇
の
発
明
と
発
展
は
、
東
ア
ジ
ア
の
文
化
が
創
造

│
模
倣
│
再
創
造
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
を
繰
り
返
し
、
そ
の
伝
承
と
創
造
の
過
程
に

お
い
て
、
融
合
と
イ
ン
タ
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
調
和
よ
く
実
現
さ

れ
て
き
た
一
つ
の
事
例
と
し
て
、
非
常
に
興
味
深
い
も
の
と

い
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
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図 5 日本扇 3型式│左から鎮折、雪洞、中
啓（末広）

図 6 扇の伝播と創造

扇の種類

五明扇

団扇

檜扇

蝙蝠扇

折畳扇

折畳扇

唐扇

末広、雪洞、鎮折

貢扇

時 代

中国・太古代 舜

中国・隋唐

日本・平安時代

日本・平安時代

中国・北宋

中国・北宋

中国・明

日本・室町時代

中国・明

伝播のルート

中国

中国→日本

日本

日本

日本→中国

高麗→中国

中国→日本

日本

日本→中国
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